










































































































































































































































































リシー 6と 7は，一段 GDPの増え方が大きくなっているということがわかると思います。
乗数効果は投入と産出の係数，投入したコストに対しての付加価値の増加額を比率にした
ものですけれども，ポリシー 1から 3までは変わりませんが，4，5，更に 6，7 になりま





























































































らとは一線を画しており，余市地区を例にあげると 2013 年，2014 年，2015 年と毎年新規
のワイナリーが開業されている。大規模なものではレストランやコテージが併設されてい
る一方，小規模なものでは付加価値の高い少量生産を行い，道外にも熱烈な固定客を持つ
ものもある。加えて，北海道内では空知や函館地区にも同様の集積が生まれており，映画
の舞台となって観光客を集めているワイナリーも存在する。
　高齢化・人口減少で疲弊の激しい地方部において，六次産業化に深くかかわる食品製
造業，飲食店業は中期的に安定した市場規模が保たれている。これらの産業はグローバル
化が進む中でも，地域に一定の雇用を確保するという側面を持つ。全国的に出身地域で就
職を希望する若年者が増加する現在，彼らの雇用の受け皿の規模が確保されるという面で
も六次産業化は意義を持つと思われる。
本研究では，余市地区のケースを紹介しつつ，複数の仮定を置いたシミュレーションを
実施し，産業連関分析によって北海道経済および雇用市場に与える影響を計測・比較分析
する。
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